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Stata+α 

「Stata の表をワード・エクセルへ出力する」 

tab2xl と tab2docx は tabulate の実行結果をエクセルまたはワードに直接出力する

ことができます。tab2xl は一元、二元配置度数分布表（クロス表）を作成して、エク

セルファイルに、tab2docxは一元配置の度数分布表を作成して、ワードファイルとし

て、それぞれ出力します。

Stata での tabulate結果 

Excel への出力結果の例 

 Total  9  100.00

 26  1  11.11  100.00

 22  2  22.22  88.89

 20  2  22.22  66.67

 18  1  11.11  44.44

 17  1  11.11  33.33

 16  1  11.11  22.22

 15  1  11.11  11.11

 (mpg)  Freq.  Percent  Cum.

 Mileage 

. tabulate mpg
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準備 

エクセルまたはワードファイルが出力されますので、作業フォルダの変更を行います。

メインメニューからファイル/作業フォルダの変更を選択します。

今回は、例として、ローカルディスク C:の stata/test フォルダを指定します。コマンド

操作では以下のようになります。Stata ウィンドウの左下の表示が、C:\stata\test とな

っていることを確認します。 

. cd C:¥stata¥test 

インストール

tab2xlおよび tab2docx コマンドは adoファイルですので、インターネットからダウ

ンロードする必要があります。まず、finditコマンドで検索しましょう。

. findit tab2xl 

検索結果の一覧にある tab2xl をクリックして ado ファイルの概略を説明するページ

に移り、(click here to install)をクリックしてインストールを実行します。イン

ストールが完了した adoファイルのバージョンを whichコマンドで確認します。

. which tab2xl 
c:¥ado¥plus¥t¥tab2xl.ado 
*! version 1.0.1  12dec2013 
*! version 1.0.2  16may2018 
*! version 1.0.3  20june2018 

最新のバージョン 1.0.3 が 2018 年 6 月 20 日にリリースされたものだとわかります。お

手元の Stata でも同じ情報が表示されている事を確認しましょう。 

1. tab2xl の実行例

auto.dta を例に、変数 mpg に対して tabulate し、その結果をエクセルファイルの 1 行、

1 列目（エクセル内の座標 A1）から auto.xlsx として出力します。今回は keep コマンドで

結果が見やすいように、観測数を減らします。list コマンドで実際に観測数が少なくなっ

ていることを確認します。 
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. sysuse auto, clear 

. keep if _n < 10 

. list mpg 

. tab2xl mpg using auto, row(1) col(1) replace 

これで、一元配置の度数分布表が新しく作成されます。出力結果は下の画像ようになります。

dirコマンドで現在のフォルダに auto.xlsx が追加されていることを確認しましょう。 

. dir 

  <dir>  7/18/18 15:59  . 

   3.6k  7/18/18 15:59  auto.xlsx 

一元配置表の出力結果 

二元配置のクロス表を出力することもできます。変数 mpgを列に、変数 foreignを行に配

置した表を作成します。 

. tab2xl mpg foreign using auto, row(1) col(1) replace 

クロス表の出力結果



4 

2. tab2docx の実行例

tab2docx でも tab2xl のように tabulate 結果をワードに出力できます。ここではコ

マンドと出力結果のみ提示します。

. sysuse auto, clear 

. keep if _n < 10 

. putdocx begin 

. tab2docx mpg 

. putdocx save auto, replace 

putdocx以降の 3 つのコマンドは、以下のようにまとめることもできます。 

. tab2docx mpg, filename(auto, replace) 

出力結果の例 

付録：メニューの言語切り替え 

Stata ではメニューに表示される言語を、現在 5 つ*から選択することができます。デフォル

トでは OS に対応して、日本語 OS ならば日本語表示となります。変更する際は、メニュー

操作で編集/ユーザ設定/ユーザーインタフェイス言語を選択します。言語を設定するダイ

アログが表示されますので、プルダウンメニューで表示言語を選びます。OK をクリックし

てダイアログを閉じ、Stata を再起動すると変更が適用されます。 

今回は tabulate した結果をワード、エクセルに出力するコマンドについて紹介しました。 

次回は推定結果を Excel に出力する方法をご紹介します。 

* 英語、スペイン語、日本語、スウェーデン語、中国語（簡体字）の 5 言語。
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